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議会評価意見書（令和 7 年度事業） 

事業名 観光協会助成事業 

議会評価 事業内容：要改善 予算規模：現状維持 

【評価理由】 

本事業は、観光協会の活動を支え、地域の魅力発信や観光消費の拡大、交流人口

の増加を図る上で重要であり、継続する必要がある。 

一方、市と観光協会の役割分担や組織体制が十分に整理されていないこと、イ

ベントに偏った事業展開、観光プロデュース機能や自主財源の確保などに課題が

ある。また、市民イベントへの対応が本来業務を圧迫しているとの意見もあった。 

以上の点から、事業の必要性は認められるものの、役割分担や組織体制、事業内

容の見直しが必要であることから、事業内容は「要改善」とする。 

予算規模については、まず改善と成果検証を進めることが適当であるため、「現

状維持」とする。 

 

【執行部への提案内容】 

1  事業の成果を適切に把握できるよう、現行の成果指標を見直し、宿泊者数、観

光消費額、滞在時間、リピーター数など、観光振興の取組の効果を確認できる指

標を設定し、定期的に検証すること。 

2  市と観光協会の役割分担を明確にし、市は政策立案や広域連携などを担い、

観光協会は観光商品の造成や営業などの実働を担うなど、それぞれの役割に応

じた効率的な事業遂行体制を構築すること。 

3  観光協会の組織体制について、理事会の構成や運営のあり方を検討するとと

もに、ＳＮＳ、旅行業、マーケティング等の専門性を有する人材の確保・登用を

進め、特定の人材に依存しない運営及び迅速な意思決定ができる体制の整備を

図ること。 

4  市民イベント等に係る業務について、関係部局との役割分担や実施主体のあ

り方を整理し、観光協会が観光振興の中核となる業務に注力できる体制を検討

すること。 

5  観光協会の自主財源の確保に向け、物販やＥＣ、体験観光、広告事業、旅行商

品の造成など、収益につながる取組の可能性を検討するとともに、必要な支援

を行うこと。 

6  観光協会と国際観光交流協会の連携や組織のあり方を含め、観光プロデュー

ス機能の強化に向けた方策を検討すること。また、スポーツ、温泉、食など地域

資源を組み合わせた観光や、映画を活用した観光、体験型の撮影スポットの発

掘、公民連携による取組など、新たな施策についても検討すること。 

7  予算については、まず組織体制や事業内容の見直しを進め、成果を検証した

上で、観光協会の機能強化や必要な事業の実施に向けた予算措置を検討するこ

と。 
 


